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１．大会概要 ・日程  平成 23年８月２６日（金）～２８日（日） 

       ・会場  北海道旭川市花崎スポーツ公園テニスコート 旭川市忠和テニスコート 

       ・主催  （財）日本テニス協会 

       ・主管  北海道テニス協会  

       ・企画  （財）日本テニス協会実業団委員会 

       ・後援  旭川市 朝日新聞社 

       ・協賛  ブリジストンスポーツ株式会社 北海道旅客鉄道株式会社 

 

２．試合方法 ・ブロック４チームによるリーグ戦を行い、各ブロック１位チームによる決勝トーナメント戦、 

各ブロック２位以下のチームによるコンソレーションを行う。 

       ・複 2試合及び単 1試合による対抗戦、単複に重複出場は出来ない 

       ・8ゲームズプロセットマッチ、ノーアドバンテージスコアリング方式 

 

３．出場選手     １．江間 雅子   ２．大山 玲恵   ３．古池 裕美子   ４．藤江 敦子   

           ５．塚田 真弓    

 

４．試合結果 

  ■女子 Cブロック予選   対キッセイ薬品工業（北信越代表） ８月２６日（金） 

          KDDI     ０－③     キッセイ薬品 

       D1  塚田真弓   ×２－８○    松尾日加里 

          江間雅子           小澤玲子 

       S   藤江敦子 ×８（３）－９○   若林美緒 

       D２ 大山玲恵   ×１－８○    濱明恵 

          古池裕美子           高木智加 

 

  ■同 対 モロオ（北海道代表） 

          KDDI     ０－③     モロオ 

       D1 大山玲恵   ×４－８○   大江由梨 

          藤江敦子           勘野真衣 

       S  古池裕美子   ×１－８○   千葉菜々美 

        D2  江間雅子   ×４－８○    澤田尚佳 

          塚田真弓            小山智子 

 



 ■女子 Cブロック予選   対中国電力（中国代表） ８月２７日（土） 

          KDDI     ０－③     中国電力 

       D１ 大山玲恵  ×０－８○   上田有香 

          古池裕美子          楠本美希 

       S   藤江敦子  ×０－８○    磯村ひとみ 

D２ 塚田真弓  ×０－８○   清瀧友紀子 

          江間雅子           山本祥子 

        

  ■コンソレーション１回戦  対高知県庁（四国代表） 

          KDDI     ０－③     高知県庁 

       D１ 大山玲恵  ×１－８○   前田淑 

          古池裕美子          田中千香 

       S   藤江敦子  ×１－８○    西内優子 

D２ 塚田真弓  ×２－８○   高橋環 

          江間雅子           小松佐和 

 

５．所感 

   本大会は、第５０回記念大会として旭川で盛大に開催されました。大会１日目に雷雨で試合が中断しましたが、３

日間の大会も予定通りに進行し無事終了することができました。 

   予選リーグ初戦の相手は、キッセイ薬品工業（北信越代表）でした。D1の大山/古池はゲーム前半は攻め急ぎ、ミ

スを多発してしまい相手の弱点が見つけられないまま終わってしまいました。S藤江は相手のミスに助けられ、タイブレ

ークまでもつれこみましたが、最後には相手のストロークに押されてしまい勝てる試合を落としてしまいました。D2の江

間/塚田は緊張していたこともありますが、相手の力強いサーブと気迫に圧倒され普段のプレーができませんでした。 

   ２試合目はモロオ（北海道代表）でした。試合開始前に激しい雷雨で長く中断し、コートも水がひいたものの小雨

交じりで悪コンディションの中での試合となりました。D１の大山/藤江は、相手の守りのテニスに対し、雨でボールが重

くなっていることもありボレーミスが目立ちました。もう少し強気に攻めたかったと思います。Sの古池は、相手がシン

グルス専門のプレーヤーであるのに対し１ゲームは取れたのですが、ゲームの経験値が少ないため防戦一方となってしま

いました。予選リーグでは唯一勝てそうなチームだったのですが、初戦をおとしてしまったので士気を上げることができ

ませんでした。 

  ２日目、予選リーグ３試合目は上位入賞候補の中国電力（中国代表）でした。スコアからみても一目瞭然、完敗でし

た。特に Sの磯村さんは、ショットが正確でゲーム作りも素晴らしく、最近ストローカーが多い中、稀有のオールラウン

ダーでした。中国電力は大会で３位入賞、磯村さんは、敢闘選手賞に選ばれました。大会参加チームの上位レベルを直に

感じた試合でした。 

  コンソレ１回戦は高知県庁（四国代表）でした。せめて１勝をと気力を振り絞りましたが、D、Sとも相手の気迫と、

練習量に負けたような気がしました。練習を積めば互角に戦えたのではないかと思います。 

初出場の今大会では、残念ながら１勝も上げることができませんでした。Dではフォーメーション、自分たちの勝て

るパターンを練習する必要があると思いました。また、Sはどのチームも専門のプレーヤーがいたことから、我チームも

１勝のためには S強化をしたいと思いました。 



大会初日夜の懇親会では、プロテニスプレーヤーの鈴木貴夫氏も来場し、開催地地元の余興等あり会場が大いに盛

り上がり親睦を深めることができました。試合に勝つことができず残念でしたが、チームで大会期間中行動を共にし、ま

た観光を楽しみ改めてチームの結束力が高まりました。今後は練習する機会を増やし実力を向上させたいと思います。 

  無事に大会を終了することができ、また楽しい思い出を作ることができ、北海道テニス協会はじめ、協賛会社、ま

た支援してくださった、栃木県実業団委員の皆様には厚くお礼申しあげます。 

 

以上 

 

 

 


